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池が涸れては利水もなにもない。公共部門の改革と言うとサービスばかりに焦点があてられる 、図書館は時代の知識の貯水池である。知識を蓄積し保存すること、つまり収集それ自体 知的な生産活動である。特に研究所図書館のように専門的な図書館の場合、たんに利用者への直接的なサービスの便宜のみに議論を集中させることは、長期的な運営の在り方 見失わ かねない。図書館活動にあっては、 「失われた十年」などという は禁句だろう。
対象地域の出版活動さらには言語や研究












る新着図書情報「アラ ト・サービス」がある。気になるタイトルはメモしておいて次回の図書館訪問時に現物をチェックする。また、 「雑誌記事索引」も前もって検索して情報を整理しておく。こうして準備していっても所用を済ませるだけで時間がくる。世上「グーグル・ブックス」を頂点とす電子媒体の進歩は著しいが、自分の足で図書館を訪れ書架の林を散策する「知識の森林浴」ほど、気分を一新してくれるも はない。その機会が少ないのが残念だ。
雑誌記事索引について、数年前少し気に
なることがあった。検索をしているうちに気づいたのは、インドのある代表的な政治経済評論誌の記事が皆無であることだった。問い合わせてみると 記事索引の対象から同誌がいつの段階からか外されていた（その後回復していただいたが） 。研究所 職員のようには、現物へのアクセスが容易でない外部者にとっ は、 「アラート」や「雑索」は調査研究へのかけがえ 手掛かりである。この一件 図書館と研究部門の連携不足を意味していなければ幸 だ
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